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　１１月２６日、青山グラウンドで『親子で手
作りの凧をあげてみよう』が行われ、小学生と
その保護者２4 人が参加しました。
　“夢と技の伝承”カーペンターの皆さんから

「おしき凧」と「タコの凧」の作り方や凧を高
くあげるコツを教わりました。この日指導した田鍋さんは「籤

ひご

と和紙で
作った凧は、バランスをとるのが一番難しい。今日は皆さんよく作れて
いて、よく飛びましたね」と笑顔で話してくれました。
　参加した子どもは「難しかったけど楽しかった」と満足したようでした。
また、たたみ６畳分の大凧をみんなであげ、豚汁のふるまいなどもあり、
冬の風物詩の一つである凧あげを楽しみました。（今月の表紙）

親子で手作りの凧を上げてみよう

　

沢
代
遺
跡
は
、
木
津
川
上
流
部
の
阿
保
小
盆
地
北

西
に
所
在
す
る
遺
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▲遺跡周辺位置図（１：２５０００）
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▲城之越遺跡学習館での
沢代遺跡出土遺物の展示

　

こ
の
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成
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５
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岸
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査
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に
も
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が
湧
い
て
い
ま
し
た
。


